
給与飼料合哩化に関する試験  

殿内正芳 清水明良 宮下光男  

〔大すう親の給与飼料が発育生産におよはす影響試験〕  

1、目的   

従来飼料給与においては、週令や体重忙よ   

り助すう、申すう、大すう、成約用と四段階  

に分けて給与Lているれ最近飼蕃の大型化  

により、申すう用飼料より直接成約飼料を給  

与し、飼肇管理の簡素化な図るものがあるが  

大すう飼料をかえた場合、発育産卵性等にお  

よはす影魂と経済性の変化を知り今後の飼料  

給与の指針とする。  

2、方法  

（1）供試掬 い－トホ⊥ン種育成期25  

0羽、産卵期200羽  

（2）飼奉型感、ケージ飼養  

（3）期間 育成期＝・3－1ト8  

産卵期＝】．9”15・7  

（4）区分と飼葬計画  

親閲  給  与  料  飼  

区分  ヰ週令まで10週令まで 22週令まで 22週以後  

1．対照 幼すう  中すう  大すう  成鶏 普通飼料給与  

2．試験  ′′  低蛋白 ′′  

3． 〝  〝  ／／  ′′   高蛋白 ′′  

l． ′′  〝  〝  成 超  〝  成鵜飼料   

（5）冶 与 飼 料  

大 ひ な 用   成  鶏  用   

区  CP TDNCa  P  CP でDNCa  P   

口  対照  1・1 6 6 1 0．G  17 （弓 6  3  0．8   

2  試験  12  66 1 0・6  ／′     ／′    ／／    ／′   

3  〝  17 6fll O．6  ／／    ′′   ／／   ／′   

l  〝  17 66  3 0．8  ／／    〝   ／／    〝   
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幼すう、申すう飼料は一般市販飼料とする。大ひな、成鶏飼料  

の割合は表1のようである。  

（6）調査項目   

7、飼料消費量と体重  

イ、初産日合と体重  

り、産卵輩と菱食  

エ、健康状態  

オ、経済性  

（7）飼埜管理 ■   

飼料は不断給餌とし、その他は一般   

管理に準じた。  

衷1、給与飼料の酉己合制令と分所値  

品  名   1年   

58．0   

マ   イ   ロ   10．0   

15．0   1 区  2 区    3 区  
エ般ミ」ル   3．0   3．0  5，0  5．0   

雛   8．1   12．5  8．1  0   

脱  脂  培   8．0   7．0  8．0  2．5   

アルファルター   2．0   2．0  2．0  2．0   

炭  カ  ル   l．5   1．－5  1．1  ち．3   

リ ン カ ／レ   0．l   0．4  O  l＿7   

塩   0．l   0．1  0．3  0．3   

A D3   0．1   0．l  0．1  0．1   

B   0．08   0．08  0．08  

ミ 0．02   0．02  0．02  

計   100   100．  100．  0．08∴   
C  p   11．139   12．120  17．115  17，117   

でDN   66   66  66  66   

P   0．64l   0．628  0．Gll  O．810   

C a   1－0（；0   019  1．－03白  

t 当 り 価 額   27．036円10   26．Oj6．70  3．07（ミ              28．585，80  28701，80   
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22適合以降は4区の飼料を給与、   

45年3月よりマイロを′j、麦に切替えた 

分析値 東京都肥飼料検査所∴円は設計値  

区   観葉自賛   粗脂肪  極繊維   相灰分   り ン   カノレンウム   

（1l・139）   （0．644）   （1．06D）  

11，3  3．40   2．91   5．09  0．67   1．£2   

（12．120）   （0・628）   （1．019）  
2  

12．83  3．77   3．1（ミ   5．12  0．66   1．08   

（17．115）   （0．641）   （1・038）  
3  

17．24  3．13   3．17   j．9R  0．66   0．95   

（17．1】7）   （0．810）   （3・076）  
4  

17．66  13・29   2．66   7．53  0．6l   2．2ゴ   

3、成紆  

（1）育成期間の成貴   

了 生存状況  

僕試鶏は餌付より、10適合までは、  

一般市販飼料を給与し、11過より供  

試飼料を給与した、その間における、  

生存率、・残存率は表2のようであって  

1区から3区までは、はゞ同じようで  

・‥’．表・2・、′■亀有ご残存．孝二：・  

あって4区がやゝ劣っている、これは   

初産日令が早まったが成掬ケージ移劫がをく   

れたために大すうケージ内で尻つゝさにより  

死亡したものが多くなったためであり飼料産   

によるものではない「  

餌付より10通草で  10週以降  残   存  ′七  存  ．考   

餌付  謁死  残存  育威率  区  羽教  羽教  発表   率   延羽教    率 どこ‘ユ  

250   26   224   89・6   1   55   49   6   89．1   1203    91．0  

2   55   i9   6   語9．】   90．7  

3   55   49   6   89．1   91，一2  

4   55   19   10   83．1   81ニ2  

予備   4   （ヰ区 

計  224   
19f〉  28  87・5 

1f；781    89二2   
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死亡簿をその原因別にみると 表3のよう   

であって、10週今までの26羽は餌付不良   

と、上玉死である。  

表3 病類別死亡羽赦  

表5 大すう期飼料の摂取偲と賓凍寒  

（1羽当り伊）  

区  摂取丑  指数  要求率  指数   

7000．2  100  7．730  100．   

2  712‘‡．1  10．1．8  臥112  108．8   

3  6947．1  99・2  れ70（；  99．7   

4  6797．2  97．1  8．10こl  10、1．8   

白血病  脚弱  尻つゝき  痛風  計   

2  2   1－  6   

2  2 ■   3   1 R 

3   3   I R 

4  7   2  10   

計   2   6   15   5  28   

ウ、性成熟状況  

初韓日令は、1区がもつとも早く、1区  

から3区まではほゞ同じで4区は他区より  

約4日早かったが有意差は認められなかった  

た。   

509ほ卵日令は各区とも隼9月であつ   

て、4区と1区では7日間、2区、3区の  

両区とは10日間の差でl区がもつとも早  

く、1区と2区3区の両区の差は3日間で   

1区が早かった、乗6のようである．  

イ、発育体重と飼料費凍寒・，  

大雛飼料に切替え時の1羽平均体重は、   

831伊であって、22適合体蚤は、1区   

3区、2区、1区の原であつで従来の大ひ   

な飼料がもつとも良し低蛋白の2区と高蛋  

白の3区はl区にほゞ近く、．成鶏損料を給  

与したi区は、低濃白の2区とほゞ近い状  

態であって、乗1のようである。   

表4 発育体委（グ）  

初産体韮は3区、1区、2区、l区   

の膳であるが、3区と1区ははとんど同じ  

区  10週合体重  22週合体蔑  増 体  指数  ‾ご  

831．0   大  

2   〝   れ  

3   ／／ 表   

1   ／／   16f弓㊤．2  838．2  92．5   

あり、2区と1区ではその差は約9グで  

差ではなく、各区ともに有意差は認めら   

なかった。   

7のようである（，   

大すう斯飼料の摂取最は、2区、1区、3区、t  

l区であって、飼料費来客は、3区、1区、4区  

2区の臆であって、表5のようである。  
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黄6 初産日令と 5 0％産卵日令  

初  産目  令  5 0 ％蔑卵 日 令  
区  

日 令   詞差   指数   有意差  月日   日合   指数   

161．5  12．2   100．   な し   91．10   1fi7   100．   

2   1FIl．9  1．3・1   100．2  9．1l   170   101．8   

3   ユ61．7  13．4   100．1  9・11   170   101．8   

こl  157．6  13．0   97．G  9．11，   160   9 5．8   

表7 初濠体重 （g）  

】  体  発  
区  

1羽平均   偏差   有意差  

2   17fミ6．5   217．1   ／／   9 6．9   

3   1823．7   181．6   ′／   100．l  

4 田   1757．1   20」．2   ／／   9 6．4  指 数       ロ  1822．7  2 53．3  な し  100．  
8月の産卵状態は■l区、3区、2区、1区の慣で、産卵率は  

l区が良く、その状況は、衰8のようである   

表8  8月の顔卵状況  

寵卵  産  卵  
区  羽数  

羽数   個数   重境   平均卵盃  寝卵峯   

′19   18   31   】2、l   ．1540伊  36，6   8．2   

2   4 9   19   3 0   141   、193 5   3 5．0   9．3   

3   4 9   2 0   2 9   158   5 5 5 5   3 5．2   10．l   

4   4 9   2 8   2l   18 6   G9 3 5   3 7．．3   12．2   

（2）壇卵糊の成音量   

7、垂卵状態  ∠入り各区ほゞ同じになった。9月と10月の  

産卵個数は9～10月ほ」区が良く、  産卵個数は有意差が認められ秋季の9月から  

他の各区ははゞ同じであったが11月托  11月の3ケ月の聞の産卵は有意差が認めら  
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夏季の6月から7月の2ケ月では有意差は認   

められなかったが6月の産卵は3区、・1区、  

2区、1区の煩で有意差があった。  

全期間では2区、3区、l区、1区の贋で  

あったが有意差は認められなかった。月別平  

均産卵個数と、有意差の認められた、各月の  

有意差は、衰9、10のようであった。  

れた。冬季収入ウて各区ともに産卵が低下し   

たが4区の低下が地区に比赦して多かったが   

12月から2月の3ケ月の産卵個数に有意差   

は認められなかった。春季の3月から5月の   

3ケ月間でⅠま有意義は認められなかったが1   

月の産卵教には有意差は認められなかったが  

4月の産卵数托は有意差があって2区、1区  

3区、4区の順に良かった。  

表9 月別平均産卵個数  

9月  10   11  ′j、計  12  
区  

偏差   個数  j偏差   個数  偏差   
個数  偏差  個数   

偏差   個数   偏差  

2   17．4  8．0  27．9  2．9  26．1  2．5  70．6  12．5  25．3  3．0  21．  63   

3▼   17．3  8．4  27．4  3．0  2f；．0  2．0  70．6・10．7   25．5  3．2  20．  7．4   

4   21．3  8．2  28．1  2．2  2（ミ．2  2・9l75・8   19・6  24．3  4．6  17．  9．5   

有意差   5％  5％  1ワを  5％  
17．2  8．3  2fl．7  3．9  25．6  3．l  69．5  12．5  2こl．1  5．0  20．】7．6  

2月  ′j＼ 計  3  5  

区  
個数  偏差   個数   偏差   個数   偏差  個数   偏差  個数   偏差  個数  巽   
13．7  7．6  55．3  18．1  19．0  8、3  22．7  4こ4  21．R  6．5  62．2  181   

2   16．3  6．1  63．4  ll．i  2l．1  8．1  22．8  ‘411  2－．S  5．9  65．0  1（i7   

3   】4．6  7．i  59．5  14．S  20．B  6．1  22．＄  4．3  23．7  a．8  65．1  1y7   

4   14．9  6．9  54．3  18．0  20．3  8．3  20．3  8i3■  2l．7  G．1  61．8  255   

有意差  5％  ′ト計  

5月  6月  
区  

個数  偏差   個数   偏差   個数   

1   ′ト 嘗十   合  計             偏差  個数  備考   
20．6  4．7  15．3  7．8  35．1  12．7  230．3  10．9   

1   17．7  8．0  18．1  2．6  35．7  13．1  230．0  56．9   

有意差   5％  
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表10 有意差表  

産卵率、9月はl区が他の3区より約13   

％良く10月は3－5％地区より良いが、1   

1月には、1区、2区、3区はほゞ同じで1   

区より2％良く、12月に入いつて1区と1  

区は11月に比較しで約g％低下し、2区は   

5％、3区はl％低下L、1′｝2月は真にそ   

の低下は散Lく、これまでの最高産卵率を示   

めした、10月■把比駁すると4区は約48％   

1区が37％、3区が36％、2区32％の   

低下をした。3月に入いつて1区と1区が約   

12％、3区は15％、2区10％2月より  

上昇し、1月Ii更に上昇し．たが、1区の上昇  

は約2％で。1区はIJ％、2－区3区は8％  

であった。5月以降1区と2動ま各月10％  

以上低下していつた。3区とJ区は5月もそ  

れぞれ約2％、3喫止弁し、3区ほ6－7月  

に約79孝〉、20％低下し、1．区は丘～7月は  

約11％低下した。全期問における産卵率は  

2区、1区、3区、1区の唄であった。月別  

ヘソティ産卵率は、襲11のようセある。  
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衷11 月別産卵率 陳）  

区  9月   10   11   12   l  2 一   

ロ  5 7．l  8 6．l  8 5．3  7 7．8  6 5．7  48∴r8   

2  5 8．2  白0．1  8 7．2  81．8  6 8．8  5 8．3   

3  5 7．7  88．5  8 6．7  8 2．l  6 5．2  52．0   

1  71．1  91．6  8 7．】  7 8．5  57．2  5 3．2  

3■元   i   5   6   7   平均  

61＼2  7 5．6  6 9．2  5 3．8  l1 4  6 5．8  

69．5  

67．1   

6 5，6  6 7．7  70．1  58．8  58．3  6 9．2  

卵詭濠は各区とも忙次斜忙増大してl～5   

月に最高に達して以後下降した。l区と1区  

は9月はiOあ台、10～2月■ま七は50’伊  

台3月以降i土60グ台となり、■全期間の平均  

は58タであった。2区と3区は9月が10  

才台で10”1月までをま5’0タ台、2月以降  

60グ台で全期瀾平準購諸勺59ダてあって、  

衰12のようである。  

衰12  月 別平均卵蛮  

10   11   12   2   

区  49月  
8∴l  53．1  5 5■．8  5 7．8  5 9．1  5 9．7   

2  18．4  5i．2  56．l  5只．岳  5 9．8  60．1   

3  48．6  5l．2  5 f；．5  58．0  5 9．1  6 0．0   

l  4 8．3  53．4  5 5．7  57，5  61．7  5 9．6  

3月   5   6   7   平均  

6 2．5  6 2．9  6 3  5  62，9  61．l・  5 8．5  

6 2．8  6 3．0  6 3．6  63．」  61．6・  5 9．0  

62．5  63．0  63．1  G2．6  61．3  5（亨．9  

61．9  62．7  62．ゝl  61．9  61．2  58．2   
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1日1羽当り撞卵塞、1区は45グ以上  

産卵した日ほ10～12月と4月の1ケ月   

で10グ台は5月で30伊台は1月、3月  

6月で、9月と7月は20グ台で全抑制平   

均は38・5伊で4区中でもつとも惹かつ  

たゥ 2区は・15グ以上の月は10”12月  

と！月の1ケ月間で．10グ台は1月、．3  

月、5月の3ケ月とぅ0矛台が2月、り］  

20グ台が9月と7月で平均11・1才で  

もつとも良かった。3区ほ」5タ以上の月   

表13 1日1羽当り薄卵農 例  

は10－12月と1月、5月の5ケ月で、1   

0ダ台は3月と6月、30グ台は1月、2月   

7月の3ケ月、20グ台は9月で、平均40  

・6グで二番目に良かった。1区は15伊以  

上生産した月は、10～12月と4月、5月  

の5ケ月で、10タ台は3”5月の3ケ月、  

30グ台は9、1、2、6 7の5ケ月で平   

均ヰ0・2グであった。  

表13のようである。  

†  12   2  

4 6．0  17．6  4 5．0  3 8．8  3 9．2  
‾‾■ 

2   

3  2 S．1  18．0  19．0  17．癌  3 6，5  31■．2   

1  31．∫1  lとi．9  18，5  4 5．2  3 5．3  31．7  

3月   5  6  7   平均  

41．0          3B．3  

，13．6   

11．9  i7．2  18．3  12．9  30．3  10．6  

40．6  11・5  13．8  3G．1  3 5，7  10．2   

イ、健康状態   

1区は、10、11．、2、5月に名1羽  るものではないと思われる。これを病類別   

の計i乳 2区は11、3、．5、6、7月  にみると。．   

に各1羽の計5羽、3区は．1月に1羽、1 表】lのようでぁるゥ   

区は虻、11、2、5、7月に各1羽と1  

月に2羽の糾7羽であったが、飼料差によ  
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表11 病類別死亡羽教  

1区   2区   3区   4区   計   発生率   

卵巣腱拷   0   3   5   2 9．5   

2   3   0   3   ＄   17．1   

0   D   0   5．9   

n   3   17．6   

病 名  4   5   

2 3．5   2 ミ）．j   ロ  7  l7  10（）．   
註、尻つゝきは珪卵時下段の弟につゝかれ出血死したり   

残存泰は3区、l区、2区、一区．こ′）版で、   終了時体凱ま、牛区とも把2kタをやゝ上脚  

生存凄昭3区、2区、1区、1区斗憤であつ  つた、表15－16J）ようで阜ろヾ′   

た。  

表15  月別 残存率 生存率の去こ化  

項  日  区  開始時   9月   

10∩   

残存率   2  

％   3  

1  100   10  11  12  ロ  2    口      98．0  95．ヨ  95．声  95．9  93．9      101）  100  100  9六．（）  9串・0  9ら．0       100  100  1（）0  童 100  98．0  98．り   ロ   98．D  9バ．0  95．9  95．チ）  95．‡i  93．9  生存翠     一     98．G  95．9  95．9  95．ウ  9l．9   2  ト  ニー  1（）0  】00  99．1  9R．0  9白．0  9どi．0   
切－   3  】00   100   10（）   100   9g．3  9お．0  

99，9   98．0   97．6   95．9  リ5．9  95．5   

1q   19   18   17   17   17   i6  

2   19   1 19   ヰ9   18   18   ．18   1J  

月末総数   
3   ．19   19   19   19   19   i8   18  

1   19   18   48   ．17   17   17   
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区   3月   5   6 
l   

7   平均   

1   93．9  93．9   91．8  91．8  91．8  

2   95．9  95．9   93．9  93．8  89．8   

3   98．0  98，0   98．0  98．0  g8．0   

1   B9．8  87．汽   87．8  87．8  85．7   

93．9  93．9   92，R  91．8  91．8  95．0   

2   96．2  95．9   94．6  94．i  90．5  9（弓．8   

3   98．0  98．0   9S．0  98．0  98．0  98．8   

4   93．9  91．6   きj7．8  87．8  86．1  93．6   

2  17  j7  ＝1年  4．5  14  3  18  48  18  ィIR  48  ロ  四  11  13  13  j2   
口  16    ヰ5  ′15  15．  

表16終了時体窓 肋  

区  ロ  2  3  ロ  体 竃  2059．1  20RO．0  2（）75．0  20 5l．8  僻 差  296．0  302．4  291弓．l  319．8   

ウ、飼料摂取葛tと賀来率   

給与飼料の分折結果は、襲17、のよう   

に設計値と比較して大差がなく良く配合さ  

れており、その1日1羽当りの摂取熟ま3、  

1月が各区ともに多く次妃12、2、．5月   

で、次いで11、1、7ノ」、次托9月であ  

って、全期鳩平均では1、1、2、3区、の  

腋であったが大差でほなかった。   

月別の飼料摂取畿の変化は，牽18のようで   

ある。  

表17 飼料分所結果（成籍用）  

項  目   租蛋白   租脂肪  粗繊維   粗灰分   リ ン   カルシ′ウム   備考   

設計値   17．117  0．81り  3．07（ミ  

分析値   17．66   3．29   2．66   7．53   0．61   2．23  
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表18 飼料摂取髄  

区   9月   10   12   1   2   

109．3  119．6  122．0  133．3  l 

2  109．9  120．8  119．4  131．5  125．6  136．2   

3  

1   

3   l   5   6   7   平均  

113．9  111．0  132．8  117．6  111．1  Ⅰ26．6  

113．5  111．7  132．2  119．5  111弓．0  127．2  

l15．ヰ  145．1  137．0  123．1  113．7  12朽．0  

1ヰ0．8  ユ 37．7  132．7  117．g  117．G  121．7  

飼料要求率は、各区とも10～12月に兵  た。ら～7月に低下Lていわた二重満掴け巧  

く1」」2月忙低下して、3－5月把上昇をし． 均飼料要求率lま2、l、・曳こl区の順であつ  

たが川－1－2月までわ回復はみ■られなかつ た、表19のエうである。  

表19 飼料要求率  

区   9月   1小   1l   －12   ● 1  2 ◆  

ロ  3．922  2．60Z  2．564  2．963  3．291  ■1．53・7・  

2  3．90（ミ  2．．173  2．i29  2．■812  3．05t  ーa≦．868・  

3  3．821  2．52月  2．i63  2∴758  3．31f；  1．30■7  

ロ  3．117  2．155  2．184  2．82l  3．487  4∴047■  

3月  i   5   ■6 ＝   7  8  

3．7fミ2                  3．028  3．020  3．i78  4．110  3－．286・  

3．3 GO  2．9f；0  3．092  3．363  3．88J  き．094  

3．169  3．075  2．835  2．869  3．719  3．152  

3．i68  3．216  3．021  3．239  3．299  3．098  

程                                                                                済性  

卵価は実際に販売した価額上り月別に平  のように年間平均188円891鏡で比較  

均卵価を算出した。その結果は、表20ふ  的良い状態であった。  
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表20 月別平均卵価囲  

月  9月   
10   11   12   2   

徹   157．79  190．91  21fミ．50  212．65  21；1．58  223．00  一  
3パ  4   5   6   7   平均  

120l・31              17（う．12  l．19．19  15t二l，32  116．昏6  1とi8．ら97  
旺当り集落費と収入、生徒資料費Ii飼料費  てみると、期間平均伺料代と収入は2、1、  

双率に飼料単価を乗じ、妃当り平均卵価より  3、1区の頃であった。褒21のようである。  

飼料代を差引いて．収入（差金）として貸出し  

衷21 月別kク当り生産炊と収入（円）  

q   3  1  

詣  ロ            飼料代  1・・・j撃－」  飼料代  差金  1飼料代  ．差金  l飼料代  差金  9  112．58  45．21  ll12．12 l  45．67  109．68  48．11  89．47  68．32  10  74．6り  11f；．22  70．99  Ll19・92  72．57  118．34  70ト17  12や．Jl   
91．一17  124．11  87．66  1：10．92   95．19  123．39   100．09  11B．i9   

3  107．99  96．32  96．45  107．86   99．58  10i．73   99．55  104．76   

86．92   89．50  84．97   91．45   88．27   88．15   93．18   83．2塞   皿  73．60  142．90  69．72  1J6．78  70．70  145．80  71．30  1Ⅰ5．20  12  85．05  157．60  80．72  1（；l．93  79．17  163．i8  80．98  1（弓1．67  ロ                  2  弓130・23  92．77  111．03  111．97  123．63  99．37  116．17  10fミ．83                    4                  5  86．69  62．50  88．70  60．43  81．38  67．8l  86．72  62．i7   
7  117．98  ト丸・．12  111．49   5．37   107．61   9．25   94．70  22．16   

平均   ゴヰ・呵  9l・577  88．81  【100．087   90．48   98．417  188・93   99．9f；7  6  99．81  50．48  9f；．53  53．79  82．35  67．97  92．97  57．35  
証、飼料単価毎2S円7018   

月別1羽当り卵代、．月別平均産卵個数に月   

別平均卵箋を乗じて蔑発とし、金額は重畳に  

月別平均卵価を乗じて算出した結果は、表2   

2のように、2、3、l、1区であって、旺   

当り平均卵価は2、1、3、1区となり卵価   

の低い動に産卵の良かった4区が悪かった。  

初すう効から産卵期の全；舅間の飼料費と鶏卵   

代金の差額は、表23のように育すう散開の   

飼料受l主3、1、l、2区の悼に安価で、産  

卵期では、3、2、1、1区で、全期間では  

3、2、1、引区の順に安価で窺卵代金は2、  

3、i、1区の版で 差金ほ2、3、1、1  
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区の慣で、1区がもつとも悪く2区が良かった。  

表23のようである。  

表2 2 1羽当り卵代  

2  3  ■1  

盈農   金額  重畳   金額   重愈   金額   塞畳   金額   

9   827．3  130．5j  842．2  132，89   840．8  132．67  1028．8  1f；2．33   

10   1125．8  272．20    1512．2  2aB．69  ト185．1  283．52  1516．6  289．53   

1428．5  309．27    1472．0  318．69 1469，0   318．01量  1159．3  315．94   

1205．6  263．52    1273．7  278．＝  1193．8  260．94  1092．1  23～！．71   

2   817．9  182．39  984．5  219．51   876．0  195．35   881弓．0  19ざj．02   

12   

3   1393．0  338．01    1180．1  359．15  ト179．0  35R．汚8  1397．3  339．05   
4   1427．8  251．89    113f；．l  253い11  1417．5  250．08  1272．昌  22ヰ．55   

5   13と；1．3  20fi．52    1367．i  20l．00  1195．5  223，11  1354．1  202．02   

6   1012．7  152．23    1065．1  1fiO．11  ‡1289・6  193′‡．5  1095．6  16．l．6〔）   

7   813．2  98．51    1921・0  107．9さ  937．9  109．60  1107．7  129．15   
平均  1286．1  2i3．00  11372．9   259．3l  1356・5！256・2・1   133B・6墓  252．80   

当平均 188・96  計  12953．6  2417．73  ト3682・7】2593・60    1378こl・2l259ト61   3468．9  2521．03  188．02  187．17   

表2 3 全期間の飼料と卵代の差金（1羽当 才円）  

4  5  ・－  1 0  

閣  0 ・－              摂取量  単価   金額   横取妾   単価．   金額   

52l．7   1ヰ．50  23．02  2589．3  3ウ．00  100，98   

2   ／′   ／′   〝   ／／   〝   ／／   

3   ′／  

l  

／′   ′′   〝   〝   

4   ′′   
′／   ／／   ／′   ′／   ／′   
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1l 〈′ 2 2  0 ～ 2 2 週の合計  

摂取畏  単価   金額   摂取量  金額   

7000．2  27．Oi  189．33  10．111．2  251．55   

2  7126．4  26．05  185．64  10．237．4  217．81等   

3  6917．1  2R．59  198．62  10．058．1  260．84   

4  6797．2  2β．705  195．11  9．908．2  257．33   

産  卵  期  
飼料費合計  

摂取量  単価   金 額 

8  12284．4  28．705  1213．77  1465．32   

2  42484，8   ′／   1219．53  1ヰ67．39   

3  42752．0   ／′   1227．20  l．188．04   

4  416ま9．8   ／′   1195．5（弓  1152．89   

】  
22適合末  

掬卵代  鶏卵代合計  差引金額   
庭   までの掬卵代  

1  1Ll．62  2447．73  2462．3ち  ∴997、Pき   

2  15．89  2493．60  2609．J9  11i2．1（）   

3  17．89  2591．61  2609．53  1121．ヰ9   

4  22．3、l  2521．03  2513．37！  1090．18   

4、要約   

大すう励飼料の差が発育および蓮如にお   

よはす影響を知るために夷應Lた結果は次  

のようである。  

（1）大すう鱒、10週合より畠2週令まで   

の発育は標準区（14－66）、3区（   

17～66）、2区（12～66）、i   

区（成鵜飼料）、の慣で、飼料零求率は  

3、1、4、2区と低蛋白区が劣った。   

飼料差による健康上の差異は認められなか  

つナこ。  

（2）性成熟の状況  

初産日令はi区が他区より4日早かった  

が、有意差は認められなかった、50％産  

卵に達した臼令は、1区が地区より7～1  

0日早く、次いで1区であり、2、3区は  

同じであった。  
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（6）経済性  

柾当りの生産飼料穀と卵代の差額ほ、2  

区、l区、3区、1区の順で、1羽当り卵  

代は、2区、3区、1区、1区の順であつ  

た。  

全期間の飼料熟i3区、2区、1区、4  

区の儀であった。  

卵代は3区、2区、J区、1区の順であ  

った＝ その差額は2区、3区、4区、1区  

の版となり、経済性は、試験区はとも陀慣  

行より良い結果を得た。   

5、むすび  

大すう品詞科を成軸飼料および標準額科  

より低蛋白飼料忙切替えた場合、産卵数ほ  

有意差は認められなかったが、標準飼葬区  

が他の区より悪く、低蛋白伺科祇切替えた  

区が良く、樫済性においても優っていた。  

したがって、大すう飼料をやむを得ず成憩  

飼料に切替えても、経済的には大差はない  

が、より良いため灯は単価の安い任蛋白飼  

料に切昔えた方が有刺であるゥ  

lさ1上  

初産体重は3区と1区はほゞ同じで、i8  

20ダで、2区とl区は約17GO彦でほゞ  

同じであった。  

育成期間中の酸卵ほ、l、3、2、ユ区の   

順陀良かった、，  

（3）産卵顕間   

ア、産卵数は2区、3区、j区、l区の版  

であったが有意差は認められなかった・  

イ、産卵率は2区、1区、3区、1区の隈  

であった。冬季間各区ともに産卵は低下  

したが4区と1区が2区3区よりも大き  

かったがその原因はたまたま1区と1区  

は50％憺卵日令が早かった結果かわぎ  

わいしたのであるが判定が困難であった（   

ウ、平均卵婁は、ほゞ同じであったか、1  

羽当り産卵丑は2区、3区、4区の贋で  

ともに10．グ以上であり、1区は約39  

才であったぃ  

（4）健康状態 育成期閤の飼料差が産卵顕間   

の健康に特別影響をおよばしているとは思  

われなかった。  

（5）飼料摂取嚢と飼料要求率   

飼料摂取飽は3区、2区、l区、l区の腋  

に多く、要求率は2区、1区、3区、1区   

の順によかった。  
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